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はじめに　　奈文研では奈良市と連携研究の協定を結
び、奈良市氷室神社宮司の大宮守人氏が所蔵する、大宮
家文書の調査を実施してきた。今回、その中に依水園関
係の史料を見出した。明治時代の依水園の性格を考える
好史料なので、ここに紹介する。
体 裁　　外題・内題に「依水園」と題した、能の謡本
である。縦24.9㎝、横16.6㎝。袋綴装の冊子本２冊を紙縒
で仮綴じしている。２冊とも共紙表紙をつけ、各13紙（共

紙表紙共）、合計26紙である。２冊の本文は同文だが、朱書
訂正は前冊に多く後冊には少ない。そこで前冊のみを右頁
に翻刻した。ただしゴマ点は翻刻を省略した。朱書訂正の
文字は、該当部分に傍線を付し、脚註に「　」でくくって
朱書を記した。ただし短文の朱書は「　」で本文中に示
した場合がある。朱書ミセケチは本文左側に「〻」を付した。
なお、本文の墨書には濁点は存在せず、朱書で追記した
ものである。翻刻では、仮名の濁点は表現したが漢字の濁
点は省略した。また欄外の墨書注記等は脚註に記した。
　奥書は前冊・後冊のそれぞれに存在する。前冊の奥書
は右頁に翻刻した。後冊の奥書は下記に掲げる。
　　明治三十七年五月　　奈良氷室社神官大宮守慶述
　　同年七月■■更

〻

正
〻

ス
〻

　　　　　平松甚平時範書
　　并

〻

節句拍子ヲ付ス
　これらの奥書より、この謡本は明治37年（1904）に大
宮守慶が創作し平松甚平が節句拍子を付け、大宮守長が
朱書で校正したものであることが判明する。
内 容　　都で主君に使える臣下が、名所古蹟の風景を
主君に伝えるために南都を訪れ、吉城川に至った。そこ
で会った老人に尋ねたところ、依水園に案内された。そ
こには調布を晒している者がおり、彼から、若草山・御
蓋山・東大寺の眺めや、吉城川の流れに晒す奈良晒、手
向山の紅葉、雲井坂、南円堂の鐘などの名所を教示され
る。そして最前の老人は、氷室明神が現れた姿だった。
　この話は、吉城寺（奈良阪町の善城寺ヵ）が「一新のころ」
に廃寺になった・「大臣のはるばる東より御下向」とあ
る点より、明治時代の情景を語っているのだろう。
背 景　　『奈良坊目拙解』巻14によれば、吉城川にお
ける奈良晒は延宝年間（1673-81）に木戸氏が始め、晒屋

の門内の東南の吉城川沿いに、延宝天和年間（1673-84）

に清須美氏が三秀亭という山荘を建てたが、その庭前は
「佳美絶景」だったという。この三秀亭は現在の依水園
の前園となっている（『名勝依水園修復整備事業報告書』名

勝依水園・寧楽美術館、2017）。
　その東方には東大寺の西塔門跡があった（「東大寺寺

中寺外惣絵図」『奈良六大寺大観』第９巻東大寺１、岩波書店、

1970）。江戸時代には門跡に大きな伽藍石が残っており、
その付近は享保３年（1718）以降は晒屋が土地を借りて
いる（新修東大寺文書聖教第５函１括37号・52号。また17函２

括46号・65号など。『東大寺所蔵聖教文書の調査研究』2005参照）。
門跡は現在の依水園清秀庵北側の、依水園の土地が北に
張り出した場所である。以外も含め、江戸時代末には晒
屋による東大寺からの借地は4700坪余にも上っていた

（同第17函２括78号・99号）。明治17年の『大和名勝豪商案
内記』（奈良県立図書情報館が複製本を所蔵）にも、水門村
で吉城川沿いに奈良晒業を営む絵が載っている。
　その土地の主要部分は明治33年に関藤次郎の手に渡
り、依水園と名付けて前園の東側に後園を造営してい
く。しかし明治37年生まれの藤井辰三の回想でも、留守
番が「晒工場を営み、子供の頃遊びに行くと、カルキの
臭がプンとして、若い職人さんが、エイホエイホと布地
を搗いていた」という（藤井辰三『ふるさとの想い出 写真

集明治大正昭和 奈良』国書刊行会、1979）。依水園となった
後も、奈良晒生産は続いていた。
小 結　　依水園は水に恵まれ景色も良い名勝地であ
る。明治時代にはそれに加えて、東大寺の近傍で奈良晒
を晒している様子や傍らの氷室神社も、その構成要素
だったことがうかがえる。近世から近代にかけての、奈
良の歴史・産業を体現した景観が偲ばれる。�（吉川　聡）
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。
則

四
季
の
詠
ハ
殊
更
な
り
。
名
所
の
多
き
こ
と
は
か
ぞ
う(

)

る
に
い
と

〻

〻

〻

〻

〻

71

ま
な
し
。
先
づ
春
日
野
の
若
菜
萌
る
飛
火
野
の
。
若
艸
山
の
山
焼
に

こ
が
れ
し
あ
と
の
早
蕨
を
。
摘
人
多
き
早
乙
女(

)

が
。
野
田
の
早
苗

72

を
と
り
わ
け
て
。
水
も
ゆ
た
か
に
吉
城
川
。
流
に
晒
す(

)

奈
良
晒
。

73

名
こ
そ
高
け
れ(

)

月
雪
の(

)

。
花
も
み
か
さ
の
山
陰
に
。
秋
は(

)

紅

74

75

76

葉
の(

)
手
向
山
。
色
も
ふ
か
み
て(

)

小
男
鹿
の
。
声
聞
ご
と(

)

に
と

77

78

79

ゞ
ろ
き
の
。
橋
よ
り
つ
ゞ
く
雲
井
坂
。
時
雨
に
ぬ
る
ゝ
ぬ
れ
が
ら
す
。

夕
つ
け
渡
南
円
堂
の
鐘
。
ヤ
ア
よ
し
な
き
長
物
語
に
時
を
う
つ
し
て

候
。
ま
づ
我
等
が
聞
及
た
る
ハ
か
く
の
ご
と
く
に
て
候
。
ワ
キ

〽
委

敷
承
り
候
物
か
な
。
最
前
壱
人
の
老
人
来
り(

)

此
依
水
園
に
と
も
な

80

ひ
来
り(

)

。
庭
園
の
風
景
ゆ
る
〳
〵(

)

詠
め
候
由
を
申
あ
の(

)

森
の〻

81

82

83

陰
に
立
寄
る
と
見
へ(

)

て
見
失
ひ
て
候

狂
言

〽
こ
れ
は
ふ
し
ぎ
な

84

る
事
承
り
候
物
か
な
。
あ(

)

の
森
ハ
氷
室
の
明
神
と
申
て
。
古
へ
奈

〻

〻

85

良
の
都
よ
り
今
に
至
る
ま
で(

)

。
国
土
を
守
護
し
給
ふ
霊
神
に
て

86

候
。
大
臣
の
は
る
〴
〵
東(

)

よ
り
御
下
向
候
ひ
け
る
に
よ
り
御
道
し

｢

オ
ト
ヾ
ヒ｣

〻

〻

〻

〻

87

る
べ
申
さ
ん
為
に
仮
に
顕
れ
給
ひ
け
る(

)

と
存
候
。
暫(

)

此
所
に
御〻

88

89

逗

留
な
り
て
か
さ
ね
て
霊
夢
を
御
待(

)

あ
れ
か
し
と
存
候

ワ
キ

〽

ト
ウ
リ
ウ

90

我
等
も
左
様
に(

)

存
候

狂
言

〽
か
さ
ね
て
御
用
も
候
ハ
ゞ
仰
ら
れ

91

候
へ

ワ
キ

〽
頼
み
候
べ
し

狂
言

〽
心
得
申
て
候

〽
ふ
し
ぎ
や
な(

)

夢
か
う
つ
ゝ
か
覚
え
ね
ど
。
打
切

〳
〵
。
都
に

ワ
キ
上

弓

92

か
へ
る(

)

言
の
葉
の
よ
せ
く
る
水
の
清
け
れ
ば
。
重
て
爰
に
来
る
べ
し

93

(
)

。
〳
〵

シ
テ
上(

)

〽
あ
ら
は
づ
か
し
や
我
姿
。

〳
〵
。
都
の

早
笛

打
込

打
込

打
返
シ

94

95

人
に
こ
と
ゝ
ひ
て
。
さ
さ
げ
ま
つ
ら
ん(

)

奈
良
晒
。
是
最
上
の
土
産(

)

96

97

な
り
舞
働
シ
テ
下

〽
今
は
何
に
を
か
つ
ゝ
む
べ
し(

)

。
〳
〵
。
我
は
依
水

98

の
園
を
守
護
し
。
そ
の
園
主
の
幾
世
つ
き
せ
ず
名
を
残
す(

)

。
あ
ら
有

99

難
の
神
風(

)

や

〽
伊
勢
に
お
わ
せ
し(

)

大
御
神
。
〳
〵
。

〽

打
込

一
拍
子

シ
テ

ヤ
ヲ

100

101

卯
月
の
こ
ろ
の
こ
ろ
も
が
へ(

)

ヤ
ヲ
同
下

〽
花
の
香
り
ハ
お
し
め
ど
も

102

同

神
代
な
が
ら
の
道
す
ぐ
に
ヤ
ヲ

都
の
春
も
過
ぬ
れ
ば

雲
井
は
る
か

ハ
ル

に
お
わ
し
ま
す
。
一
天
万
上
の
大
君
に
。
貢
奉
ら
ん
む
か
し
よ
り(

)

。

ハ
ル

103

月
日
と
と
も
に
か
わ(

)

ら
じ
と
。
庭
の
真
砂
子
の
尽
せ
ぬ
御
代
は
。
君(

)

104

105

万
歳
と
祈
る
な
る
。
勅
使
ハ
都
に
帰
へ
り
給
へ
バ
。
あ
ら
な
つ
か
し
の

面
陰
や
。
あ
ら
名
残
惜
面
か
げ
と
。
氷
室
の
森
に
ぞ
入
り
に
け
る(

)

。

ハ
ル

ハ
ル
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明
治
三
十
七
年
五
月

奈
良
氷
室
社
神
官
大
宮
守
慶
述

平
松
甚
平
節
句
拍
子

此
書
平
松
氏
ヨ
リ
送
り
来
ル

朱
書
守
長
更
正
ス

註

※
傍
書
は(

)

内
に
示
し
た
。
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墨
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キ
狩
衣
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口
扇
妻
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／
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ツ
レ
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太
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ヽ
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サ
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シ｣
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ヤ
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サ
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打
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シ
バ
シ
松
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〻
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〻
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15

16
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名
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景(

ケ
シ
キ)
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流
ノ
源
ヲ
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マ
ナ
フ｣
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頭
注
墨
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面
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光
尉
／
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無
地
熨
斗
目
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茶
水
衣
／
腰
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扇
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レ
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(
)
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ノ
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キ
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23

フ
シ
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ヨ
ソ
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シ
テ｣

(
)
｢

サ
ス
ヤ
ア
ミ
戸
の
奥
深
ク
何
ヲ
松
風
川
隈(

カ
ハ
ク
マ)

24

ニ
サ
ラ
ス
調
布
ハ
春
日
野
ノ
日
影
ニ
モ
レ
シ
白
雪
ト
ウ
タ
ガ
フ
宿
の
ナ
カ
メ
ア
リ
〳

〵｣
(

)
｢

ヤ
ム
事
ナ
キ｣

(
)
｢

承
リ｣

(
)
｢

末
ニ
て
又
高
橋
川
ト
申
伝
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候｣

25

26
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(
)
｢

高
橋｣

(
)
｢

御
時
九
五
の
御｣

(
)
｢

キ
ヨ
メ｣

(
)
｢

川
原
ナ
リ
シ
ニ

28

29

30

31

ヤ
。
今
モ
高
橋
川
ト
申｣

(
)
｢

あ
な
た
ふ
と
、
も
の
よ
り
こ
と
な
る
流
と
ハ
、
も
の

32

よ
り
こ
と
な
る
、
な
か
れ
と
ハ｣

(
)
｢

今
モ
川
原
ノ
禊(

ミ
ソ
キ)

を
高
橋
ノ
禊
ト
申

33

候
ハ
ズ
ヤ
、
昔
コ
ノ
川
添｣

(
)
｢

川
ニ
因(

チ
ナ)

メ
ル
名
ト
ゾ
キ
ク｣

(
)

押
紙

〻

〻
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頭
注
墨
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得
ベ
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バ
／｢
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丹
よ
し｣
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四
字
／
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(
)
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近
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ク｣
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)
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(

)
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ノ
手
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ノ
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ビ
ハ
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ル
カ
ゲ
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ク
タ
エ
シ
ト
ゾ｣
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38
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｢

別
業(
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ツ
キ
ヤ
ウ)

｣
(

)

挿
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滝
落(

タ
キ
オ
ト)

シ
水
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ハ
シ)
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)
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ゾ
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る
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イ
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)
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(
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(
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42
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｢

リ｣
(

)

挿
入｢

サ
ヘ｣

(
)
｢

宿
ト
聞
ニ
シ
ヲ
都
ノ
人
ニ
口(

ク
チ)

会(

ア
ヘ)

テ

45

46

其
名
を
サ
ヘ
ニ
問
ハ
ル
ト
ハ｣

(
)
｢

其
名｣

(
)
｢

ズ
テ｣

(
)
｢

何
ヲ
ム
ナ
シ

47

48

49

ク｣
(

)
｢

ア
リ
テ｣

(
)
｢

モ
ノ
ヲ
本
意
ナ
ゲ
ニ
名
乗
ラ｣

(
)
｢

ア
ヂ
キ
ナ
ヤ｣

50

51

52

(
)
｢

き｣
(

)
｢

オ
ホ
セ
ノ｣

(
)
｢

サ
ラ
サ｣

(
)
｢

入
ラ
セ｣

(
)
｢

サ
ル

53

54

55

56

57

ベ
キ
方
の｣

(
)
｢

承
ハ｣

(
)
｢

テ
。
ハ
ル
ハ
ル
下
リ
候
ガ｣

(
)
｢

園｣
(

)

58

59

60

61

釈

文

(

表
紙)

｢

依
水
園｣

(
)

依
水
園

1ワ
キ
二
人

〽
古
蹟
た
づ
ぬ
る
旅
な
れ
や(

)

。
〳
〵
。
春
日
の
は
ら
に
い
た

ハ
ル

次
第
三
段

弓
和

2

り
舞(

)｢

地
返
シ｣

ワ
キ
詞

是
ハ
当
今
に
仕
へ
奉
る(

)

臣
下
也
。
扨
も
吾
君
は
。

3

4

日
ご
ろ(

)

山
水
を
好
み
給
へ
ど
も
。
冠
帯
の
御
身
な
れ
ば
。
た
や
す
く(

)

5

6

御
遊
覧
し
た
ま
ふ
事
か
な
は
せ
ず(

)

。
汝
今
よ
り
南
都
に
趣
き(

)

。
そ

7

8

の
風
景
を
写
さ
せ(

)
。
居
な
が
ら
賞
覧
し
給
ふ
と(

)

の
御
こ
と(

)

に
て

9

10

11

候
間
。
只
今(

)

南
都
に
趣
き
候(

)

八
重
霞
。
春
日
野
辺
を
う
が
ち

ハ
ル

ト
ル

｢

の｣

道
行
上

打
切

12

13

来
て
。
打
切

〳
〵
。
尾
花
が
も
と
の
お
も
ひ
草
。
お
も
ひ
こ
が
れ
し
飛
火

野
の
。
打
切

野
守
が
岡
を
過
行(

)

て
。
吉
城
川
に
も(

)

つ
き
に
け
り
。
〳

ハ
ル

14

15

〵
。

急
候
程
に
是
ハ
は
や
。
吉
城
川
に
着
て
候
。
先
此
所(

)

に
て
や

ワ
キ

詞

16

す
ら
ひ
。
所
の
人
を
相
ま
ち
清
き
流
を(

)
尋
ね
ふ
ず
る
に
て
候

シ
テ

弓

17

(
)

〽
淋
し(

)

さ
は
心
に
か
な
ふ
山
里
の(

)
。
尽
せ
ぬ
御
代
は(

)

久

一
セ
イ

コ
ス

18

19

20

21

か
た
の
。
月
日
の
石
の
有
世
成
ら
ん(

)

世
の
中
の
う
き
事
し
ら

ト
ル

打
上

打
切

上ヤ

22

ぬ
は
な
れ
や
に(

)

。
打
切

〳
〵
何
を
松
風
水
の
瀬
に
。
晒
す
調
布
の
ま
す

23

ら
男
が
。
声
こ
そ
霞
め
山
彦
の
。
打
切

御
笠
に
も
れ
し
白
雪
と
。
実
白
妙

の
栖
家
か
な(

)

。
〳
〵
ワ
キ

〽
い
か
に
是
成
人
に
尋
申
べ
き
事
の
候

シ

24

テ

〽
こ
な
た
の
事
に
て
候
か
何
事
に
て
候
ぞ

ワ
キ

〽
是
ハ
都
の
者
に
て

候
が
。
君
よ
り
の(

)

仰
を
受(

)

名
所
古
蹟
を
尋
ん
と
て
ま
か
り
ま
う
で

25

26

候
が
。
此
水
上
は
い
か
な
る
所
と
申
候
ぞ

シ
テ

〽
さ
ん
候
是
は
万
葉
集

の
歌
に
。
吉
城
川
水
せ
き
あ
げ
て
す
ま
し
つ
ゝ
。
野
田
の
早
苗
を
今
か

と
る
ら
ん
と
出
し
た
り
。
そ
も
水
谷
川
の
上
に
て
候(

)

ワ
キ
上

〽
扨
吉

27

城(
)

川
と
は
い
か
な
る
謂
れ
に
候
ぞ

シ
テ

〽
さ
れ
ば
の
事
。
昔
開
化
天

28
皇
御
即
位
の
あ
り
し
と
き(

)

。
身
を
潔(

)

給
ひ
し
所
を
高
橋
川
と
名
に(

)

〻

29

30

31

伝
へ
申
候

ワ
キ

〽
そ
の
高
橋
川
を
吉
城
川
と
名
付
し
は
。
い
か
成
謂
成

〻

や
ら
ん(

)

シ
テ

〽
是
は
む
か
し
大
慈
院
の
北
方(

)

に
。
吉
城
寺
と
申
寺

32

33

あ
り
。
上

そ
の
名
残
を
川
の
名
に

(
)

ワ
キ

〽
そ
の
古
寺
ハ
シ
テ

〽

34

青
丹
よ
し(

)

下

奈
良
坂
の
境
内
に(

)

う
つ
さ
れ(

)

し
が
。
一
新
の
こ

〻

〻

〻

〻

35

36

37

ろ
に
あ
わ
れ
立
消
て
。
今
は
其
か
げ
だ
に
も
な
し(

)

そ
の
川
添
の

同
上

和

38

寺
跡
ハ
。
打
切

〳
〵
。
ヤ
ヲ

山
水

風
流
の
庭
園(

)

と
な
り
て
。(

)

依
水

ハ
ル

ト
ル

ヤ
ア

39

40

園
と
語
る
べ
し
。
我(
)

道
し
る
べ
申
さ
ん
と
。
先
達
て(

)

。
こ
な
た
へ

ヤ

ト
ル

41

42

と
入
り
に(

)

け
り
。
こ
な
た
へ
と
共
に
い
り
に
け
る(

)

打
切

あ
ら
嬉
し

ロ
ン
ギ
上

43

44

や
な
さ
ら
バ
と
て
。
心
の
外
の
こ
の
詠
め
。
汝
が
恩
の
あ
つ
き
こ
と
。

都
に
帰
り
い
つ
ま
で
も
。
名
を
お
も
ひ
出
に
聞
ま
ほ
し

〽
思
ひ
き

ハ
ル

下

ト
ル

シ
テ

ヤ
ア

や
。
朝
な
夕
な
の
木
の
間
よ
り
。
露(

)

も
洩
ら
さ
ぬ
都
人
に
。
問
は
る

〻

〻

〻

〻

〻

ハ
ル

ヤ
ア

ト
ル

45

縁
と
ハ
。
い
と
は
づ
か
し
の
御
事
や(

)

〽
一
樹
の
陰
。
一
夜
の

ハ
ル

ト
ル

同ヤ
ア

46

月
の
や
ど
る
と
も
。
名
さ
へ(

)

知
ら
で
や(

)

や
み
ぬ
べ
き
。
今
ハ
何
を

ハ
ル

ハ
ル

47

48

か(
)

つ
ゝ
む
べ
き

シ
テ

〽
心
し
て(

)

こ
そ
問
は
る
ゝ
を
ヤ
ヲ
ハ

答
え(

)

下

ト
ル

49

50

51

づ
ら
ん
も
本
意
な
れ
ど(

)

。
た
と
へ
誠
を
語
る
と
も
。
な
ど
か
は
信
じ

ハ
ル

入

ハ
ル

52

給
ふ
べ
し
と(

)

。
か
き
消
す
様
に
失
に
け
り
。
〳
〵
中
入

ハ
ル

53

間
狂
言

〽
是
ハ
此
辺
り
に
住
居
致
者
に
て
候
。
い
つ
も
の
ご
と
く(

)

調
54

布
に
従
事(

)

せ
ば
や
と
存
候
。
い
や
あ
れ
に
見
な
れ
申
さ
ぬ
。
貴
き

〻

〻

〻

〻

55

御
方
の
御
入(

)

候
。
何
れ
よ
り
御
入
に
て
御
座
候
ぞ

ワ
キ

〽
是
ハ

の

56

都
の(

)

臣
下
也
。
君
の
仰
を
請
給(

)

り
此
所
に
ま
ふ
で
候
処(

)

。
何

57

58

59

と
な
く
庭
前(

)

の
詠
な
つ
か
し
く(

)

思
ひ
。
今
に
立
去
ら
ず
候(

)

。

60

61

62

所
の
人
に
て
候
ハ
ヾ
近
ふ
寄
て
此
所
の
謂
委
敷
御
物
語
候
へ

狂
言

〽

是
ハ
思
ひ
も
寄
ぬ
仰
に
て
候
。
我
等
も
委
敷
ハ
存
ぜ
ず
候
得
共
。
凡

承
り
及
た
る
通
り(

)

申
上
ふ
ず
る
に
て
候
。
御
覧
の
如
く
あ(

)

れ
な

63

64

る
ハ(

)

若
艸
山
と
申
し
て
。
峰(

)

よ
り
ハ
奈
良
洛
中
洛
外
目
の
下
に

65

66

見
へ
て
候(

)

。
又
近
国
の
山
〻
木
津
川
の
流
か
け
て(

)

取
る
が
如
く

67

68

見
渡
さ
れ
候
。
ま
た
是
成
ハ
御
笠
山
と
申
。
大
樹
の
繁
茂
し
別
け
て

小
高
き
ハ
七
本
杉
に
て(

)

候
。
弓
手
に
当
り
て
見
ゆ
る(

)

堂
宇
は
東

69

70

大
寺
と
申
。
聖
武
天
皇
の
勅
願
に
御
は
し
ま
す
大
仏
殿
に
て
候
。
則

四
季
の
詠
ハ
殊
更
な
り
。
名
所
の
多
き
こ
と
は
か
ぞ
う(

)

る
に
い
と

〻

〻

〻

〻

〻

71

ま
な
し
。
先
づ
春
日
野
の
若
菜
萌
る
飛
火
野
の
。
若
艸
山
の
山
焼
に

こ
が
れ
し
あ
と
の
早
蕨
を
。
摘
人
多
き
早
乙
女(

)

が
。
野
田
の
早
苗

72

を
と
り
わ
け
て
。
水
も
ゆ
た
か
に
吉
城
川
。
流
に
晒
す(

)

奈
良
晒
。

73

名
こ
そ
高
け
れ(

)

月
雪
の(

)

。
花
も
み
か
さ
の
山
陰
に
。
秋
は(

)

紅

74

75

76

葉
の(

)

手
向
山
。
色
も
ふ
か
み
て(

)

小
男
鹿
の
。
声
聞
ご
と(

)

に
と

77

78

79

ゞ
ろ
き
の
。
橋
よ
り
つ
ゞ
く
雲
井
坂
。
時
雨
に
ぬ
る
ゝ
ぬ
れ
が
ら
す
。

夕
つ
け
渡
南
円
堂
の
鐘
。
ヤ
ア
よ
し
な
き
長
物
語
に
時
を
う
つ
し
て

候
。
ま
づ
我
等
が
聞
及
た
る
ハ
か
く
の
ご
と
く
に
て
候
。
ワ
キ

〽
委

敷
承
り
候
物
か
な
。
最
前
壱
人
の
老
人
来
り(

)

此
依
水
園
に
と
も
な

80

ひ
来
り(

)

。
庭
園
の
風
景
ゆ
る
〳
〵(

)

詠
め
候
由
を
申
あ
の(

)

森
の〻

81

82

83

陰
に
立
寄
る
と
見
へ(

)

て
見
失
ひ
て
候

狂
言

〽
こ
れ
は
ふ
し
ぎ
な

84

る
事
承
り
候
物
か
な
。
あ(

)

の
森
ハ
氷
室
の
明
神
と
申
て
。
古
へ
奈

〻

〻

85

良
の
都
よ
り
今
に
至
る
ま
で(

)

。
国
土
を
守
護
し
給
ふ
霊
神
に
て

86

候
。
大
臣
の
は
る
〴
〵
東(

)

よ
り
御
下
向
候
ひ
け
る
に
よ
り
御
道
し

｢

オ
ト
ヾ
ヒ｣

〻

〻

〻

〻

87

る
べ
申
さ
ん
為
に
仮
に
顕
れ
給
ひ
け
る(

)
と
存
候
。
暫(

)

此
所
に
御〻

88

89

逗

留
な
り
て
か
さ
ね
て
霊
夢
を
御
待(

)

あ
れ
か
し
と
存
候

ワ
キ

〽

ト
ウ
リ
ウ

90

我
等
も
左
様
に(

)

存
候

狂
言

〽
か
さ
ね
て
御
用
も
候
ハ
ゞ
仰
ら
れ

91

候
へ

ワ
キ

〽
頼
み
候
べ
し

狂
言

〽
心
得
申
て
候

〽
ふ
し
ぎ
や
な(

)

夢
か
う
つ
ゝ
か
覚
え
ね
ど
。
打
切

〳
〵
。
都
に

ワ
キ
上

弓

92

か
へ
る(

)

言
の
葉
の
よ
せ
く
る
水
の
清
け
れ
ば
。
重
て
爰
に
来
る
べ
し

93

(
)

。
〳
〵

シ
テ
上(

)

〽
あ
ら
は
づ
か
し
や
我
姿
。

〳
〵
。
都
の

早
笛

打
込

打
込

打
返
シ

94

95

人
に
こ
と
ゝ
ひ
て
。
さ
さ
げ
ま
つ
ら
ん(

)

奈
良
晒
。
是
最
上
の
土
産(

)

96

97

な
り
舞
働
シ
テ
下

〽
今
は
何
に
を
か
つ
ゝ
む
べ
し(

)

。
〳
〵
。
我
は
依
水

98

の
園
を
守
護
し
。
そ
の
園
主
の
幾
世
つ
き
せ
ず
名
を
残
す(

)

。
あ
ら
有

99

難
の
神
風(

)

や

〽
伊
勢
に
お
わ
せ
し(

)

大
御
神
。
〳
〵
。

〽

打
込

一
拍
子

シ
テ

ヤ
ヲ

100

101

卯
月
の
こ
ろ
の
こ
ろ
も
が
へ(

)

ヤ
ヲ
同
下

〽
花
の
香
り
ハ
お
し
め
ど
も

102

同

神
代
な
が
ら
の
道
す
ぐ
に
ヤ
ヲ

都
の
春
も
過
ぬ
れ
ば

雲
井
は
る
か

ハ
ル

に
お
わ
し
ま
す
。
一
天
万
上
の
大
君
に
。
貢
奉
ら
ん
む
か
し
よ
り(

)

。

ハ
ル

103

月
日
と
と
も
に
か
わ(

)

ら
じ
と
。
庭
の
真
砂
子
の
尽
せ
ぬ
御
代
は
。
君(

)

104

105

万
歳
と
祈
る
な
る
。
勅
使
ハ
都
に
帰
へ
り
給
へ
バ
。
あ
ら
な
つ
か
し
の

面
陰
や
。
あ
ら
名
残
惜
面
か
げ
と
。
氷
室
の
森
に
ぞ
入
り
に
け
る(

)

。
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ル

ハ
ル
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五
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室
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平
松
甚
平
節
句
拍
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此
書
平
松
氏
ヨ
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送
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朱
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守
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更
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ス
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。
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釈

文

(

表
紙)

｢

依
水
園｣

(
)

依
水
園

1ワ
キ
二
人

〽
古
蹟
た
づ
ぬ
る
旅
な
れ
や(

)

。
〳
〵
。
春
日
の
は
ら
に
い
た

ハ
ル

次
第
三
段

弓
和

2

り
舞(

)｢
地
返
シ｣

ワ
キ
詞

是
ハ
当
今
に
仕
へ
奉
る(

)

臣
下
也
。
扨
も
吾
君
は
。

3

4

日
ご
ろ(

)
山
水
を
好
み
給
へ
ど
も
。
冠
帯
の
御
身
な
れ
ば
。
た
や
す
く(

)

5

6

御
遊
覧
し
た
ま
ふ
事
か
な
は
せ
ず(

)

。
汝
今
よ
り
南
都
に
趣
き(

)

。
そ

7

8

の
風
景
を
写
さ
せ(

)

。
居
な
が
ら
賞
覧
し
給
ふ
と(

)

の
御
こ
と(

)

に
て

9

10

11

候
間
。
只
今(

)

南
都
に
趣
き
候(

)

八
重
霞
。
春
日
野
辺
を
う
が
ち

ハ
ル

ト
ル

｢

の｣

道
行
上

打
切

12

13

来
て
。
打
切

〳
〵
。
尾
花
が
も
と
の
お
も
ひ
草
。
お
も
ひ
こ
が
れ
し
飛
火

野
の
。
打
切

野
守
が
岡
を
過
行(

)

て
。
吉
城
川
に
も(

)

つ
き
に
け
り
。
〳

ハ
ル

14

15

〵
。

急
候
程
に
是
ハ
は
や
。
吉
城
川
に
着
て
候
。
先
此
所(

)

に
て
や

ワ
キ

詞

16

す
ら
ひ
。
所
の
人
を
相
ま
ち
清
き
流
を(

)

尋
ね
ふ
ず
る
に
て
候

シ
テ

弓

17
(

)

〽
淋
し(

)

さ
は
心
に
か
な
ふ
山
里
の(

)

。
尽
せ
ぬ
御
代
は(

)

久

一
セ
イ

コ
ス

18
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20

21

か
た
の
。
月
日
の
石
の
有
世
成
ら
ん(

)

世
の
中
の
う
き
事
し
ら

ト
ル

打
上

打
切

上ヤ

22

ぬ
は
な
れ
や
に(

)

。
打
切

〳
〵
何
を
松
風
水
の
瀬
に
。
晒
す
調
布
の
ま
す

23

ら
男
が
。
声
こ
そ
霞
め
山
彦
の
。
打
切

御
笠
に
も
れ
し
白
雪
と
。
実
白
妙

の
栖
家
か
な(

)

。
〳
〵
ワ
キ

〽
い
か
に
是
成
人
に
尋
申
べ
き
事
の
候

シ

24

テ

〽
こ
な
た
の
事
に
て
候
か
何
事
に
て
候
ぞ

ワ
キ

〽
是
ハ
都
の
者
に
て

候
が
。
君
よ
り
の(

)

仰
を
受(

)

名
所
古
蹟
を
尋
ん
と
て
ま
か
り
ま
う
で

25

26

候
が
。
此
水
上
は
い
か
な
る
所
と
申
候
ぞ

シ
テ

〽
さ
ん
候
是
は
万
葉
集

の
歌
に
。
吉
城
川
水
せ
き
あ
げ
て
す
ま
し
つ
ゝ
。
野
田
の
早
苗
を
今
か

と
る
ら
ん
と
出
し
た
り
。
そ
も
水
谷
川
の
上
に
て
候(

)

ワ
キ
上

〽
扨
吉
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城(
)

川
と
は
い
か
な
る
謂
れ
に
候
ぞ

シ
テ

〽
さ
れ
ば
の
事
。
昔
開
化
天

28
皇
御
即
位
の
あ
り
し
と
き(

)

。
身
を
潔(

)

給
ひ
し
所
を
高
橋
川
と
名
に(

)

〻
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30
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伝
へ
申
候

ワ
キ

〽
そ
の
高
橋
川
を
吉
城
川
と
名
付
し
は
。
い
か
成
謂
成

〻

や
ら
ん(

)

シ
テ

〽
是
は
む
か
し
大
慈
院
の
北
方(

)

に
。
吉
城
寺
と
申
寺
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あ
り
。
上

そ
の
名
残
を
川
の
名
に

(
)

ワ
キ

〽
そ
の
古
寺
ハ
シ
テ

〽
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青
丹
よ
し(

)

下

奈
良
坂
の
境
内
に(

)

う
つ
さ
れ(

)

し
が
。
一
新
の
こ

〻

〻

〻

〻
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ろ
に
あ
わ
れ
立
消
て
。
今
は
其
か
げ
だ
に
も
な
し(

)

そ
の
川
添
の

同
上

和
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寺
跡
ハ
。
打
切

〳
〵
。
ヤ
ヲ

山
水

風
流
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